


本資料でわかる3つのこと

     ハイブリッドワークの最新実態調査1

     ハイブリッドワークにおける課題２

     ハイブリッドワークを成功させる運⽤3



ハイブリッドワークとは？

ハイブリッドワークとは、オフィス出社とリモートワーク（在宅勤務など）を
組み合わせて働くワークスタイルのことです。

「週3⽇オフィス出社、週2⽇在宅やカフェなどからリモートワーク」
「会議やチーム作業の⽇だけ出社、個⼈作業は在宅」など

オフィス出社とリモートワークを組み合わせることにより、
働きやすさや⽣産性の向上、オフィスコストの最適化が期待できます。

従来のオフィス出社 ハイブリッドワーク



本資料の内容

1. ハイブリッドワーク実態調査

2. ハイブリッドワーク導⼊の背景とメリット

3. ハイブリッドワークにおける課題

4. 座席管理システムで課題を解消

5. Desk Mosaicの特⻑



ハイブリッドワークにおける実態調査ハイブリッドワーク実態調査



調査結果のポイント

ハイブリッドワークはすでに“当たり前”の働き⽅に定着。
約95%の企業がハイブリッドワークを採⽤、完全出社は約5%に留まる。

出社は「週2〜4⽇」が主流で、柔軟な働き⽅が標準化。
固定的な出社ルールから、実際の働き⽅に合わせた運⽤が主流に。

約70%が現在の出社頻度に満⾜。
「裁量‧柔軟性」「通勤負担の軽減」が満⾜度を押し上げている。

⽣産性は約85%が「維持または向上」
通勤時間削減と業務に応じた働き⽅の選択が、⽣産性にプラス。

フリーアドレス導⼊企業の約80%が運⽤課題を認識。
「事実上の固定席化」「居場所が分からない」「コミュニケーション低下」が顕在化。

役職者ほどマネジメント‧コミュニケーション課題が深刻。
ハイブリッドワーク環境下では、⼈と座席の可視化が管理上の重要テーマに。
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調査概要

 調査テーマ  ハイブリッドワーク実態調査

 調査⼿法  オンラインアンケート

 本調査対象条件
 1．⽇本国内で働いている22歳以上の就業者
 2．勤務先の従業員数が101名以上
 3．週1⽇以上リモートワークをしている
 4．勤続年数5年以上

 本調査有効回答数  317件

 調査時期  2026年1⽉8⽇ 〜 1⽉16⽇

※ 回答内容が無効と判断した回答はあらかじめ除外して集計しています。



設問設計（スクリーニング調査）

設問
番号 設問内容 設問

形式

Q1 従業員数を教えてください。 単⼀選択

Q2 所属部署を教えてください。 単⼀選択

Q3 役職を教えてください。 単⼀選択

Q4 全社的に定められている出社ルールを教えてください。 単⼀選択

Q5 勤続年数を教えてください。 単⼀選択



設問設計（本調査）

設問
番号 設問内容 設問

形式

Q1 あなたの会社での出社ルールは2019年以前と⽐較して変更がありましたか？ 単⼀選択

Q2 実際の出社頻度について教えてください。
（全社的に定められている出社ルールではなく、実態の出社頻度を教えてください） 単⼀選択

Q3 出社頻度や実施は、主に誰の権限に委ねられていますか？ 単⼀選択

Q4 現在の出社頻度について満⾜していますか？ 単⼀選択

Q5 回答の理由を教えてください。 ⾃由記述

Q6 オフィスの座席数について教えてください。 単⼀選択

Q7 オフィスの座席数と出社⼈数のバランスに関する課題を教えてください。 単⼀選択

Q8 現在のオフィスの「座席運⽤」について教えてください。 単⼀選択

Q9 グループアドレスやフリーアドレスに関する課題感を教えてください。 単⼀選択

Q10 従業員の「勤務場所（出社、在宅、サードプレイス）」をどのように管理、把握していますか？ 複数選択

Q11 従業員の「勤務場所（出社、在宅、サードプレイス）」の管理、把握における課題を教えてくだ
さい 複数選択

Q12 ハイブリッドワーク環境下での従業員の⽣産性について、2019年以前と⽐較してどのように感じ
ていますか？ 単⼀選択

Q13 回答の理由を教えてください。 ⾃由記述



ハイブリッドワークにおける実態調査ハイブリッドワーク導⼊の背景とメリット



ハイブリッドワーク導⼊の背景

  ● 2019年以前から出社ルールに変更があったか   ●  実際の出社頻度

2019年新型コロナウイルスを機に、リモートワークが急速に普及し
多くの企業で従来の「出社前提」の働き⽅から場所に捉われない柔軟な働き⽅へと変化しました。

約70%の企業が2019年以前から⼀部リモートへと働き⽅を変更し、
現在では完全出社は全体の約5%に留まり約95%の企業でハイブリッドワークが定着しています。

94.6%68.8%

● 2.週2~4出社
● 3.週1の出社
● 4.⽉1~2出社
● 6.オフィスに⾏くことがほとんどない
● 5.年に数回
● 1.完全出社

●1.完全出社から現在の⼀部リモートに変わった
●2.変わっておらず、もともと⼀部リモートかフルリモートである

68.8%

31.2%

51.1%

16.4%

12.3%

9.1%

5.7%
5.4%



ハイブリッドワーク導⼊によるメリット①：従業員の満⾜度

　　● 出社頻度に対する満足度 　　●  出社頻度に対する満足度理由

現在の出社頻度に対する満⾜度調査では、約70%が満⾜していると回答しています。
「裁量‧柔軟性がある」「今の勤務体系が丁度良い」「通勤負担‧時間の削減」といった声が約

70%を占めており、“ハイブリッドワーク”という働き⽅が⽀持されていることがわかります。
働き⽅と働く環境の変化により企業にも柔軟な対応が期待されます。

ハイブリッドワークは従業員の満⾜度に直結する！

68%

● 2.どちらかといえば満⾜している
● 1.とても満⾜している
● 3.どちらでもない
● 4.どちらかといえば不満
● 5.とても不満

裁量‧柔軟性

今の勤務体制が丁度良い

通勤負担‧時間の削減

理由なし

ワークライフバランス‧私⽣活との両⽴

⽣産性‧効率‧集中できる

出社志向

会社のルール‧制度だから

ある程度出社が必要‧出社に条件がある

リモートを増やしたい‧フルリモートが良い

42.8%

25.2%

19.8%

10.1%



ハイブリッドワーク導⼊によるメリット②：⽣産性の向上

  ● 2019年以前と⽐較したハイブリッドワークにおける⽣産性   ● ハイブリッドワークにおいて⽣産性が⾼まったと回答した理由

ハイブリッドワークにおける⽣産性においては約85%で「変わらない」もしくは
「⾼まった」と回答しています。「通勤時間の削減」「業務内容に応じて在宅と出社を選択

できる柔軟性」「家庭との両⽴‧ワークライフバランス」といった声が多く、
在宅での仕事環境の充実や中断されることなく集中できるという意⾒もあります。

ハイブリッドワークは⽣産性低下にはつながらない！

通勤時間の削減‧時間の有効活⽤

柔軟性‧働き⽅の選択‧ワークライフバランス

集中できる‧中断が少ない

作業効率の向上

⾃⼰管理‧管理強化‧意識康応

その他

無駄削減‧会議最適化‧デジタル化

運⽤定着‧慣れ

業務特性上変わらない‧場所に依存しない

● 1.2019年以前より⾼まった
● 2.どちらかといえば⾼まった
● 3.変わらない
● 4.どちらかといえば低下した
● 5.以前より低下した

9.1%

33.4%

42%

12.9%

84.5%



ハイブリッドワークにおける実態調査ハイブリッドワークにおける課題



  ● オフィスでの座席運⽤について   ● グループアドレス‧フリーアドレスに関する課題感

ハイブリッドワーク下においては、約50%の企業が「役席者のみ固定席」でオフィスを運⽤、
残り約50%の企業では「完全フリーアドレスもしくはグループアドレス」を導⼊してます。

しかし、グループアドレスやフリーアドレスを導⼊している企業のうち
約80%が何らかの課題を感じている結果となりました。

53.6%

46.3%

77.6%

 「事実上の座席の固定化」 「居場所の把握困難」「コミュニケーションの希薄化」
 「混雑時や利⽤したい席の確保困難」など多くの企業で課題を感じる結果に。

課題①：ハイブリッドワークのオフィス運⽤は課題が⼭積み

● 9.特に課題は感じていない
● 3.特定の⼈が同じ席を使い続け、事実              
上の固定席になっている
● 4.チームメンバーが分散してしまい、     
気軽な相談‧連携が減った
● 1.誰がどこにいるか分からず、探すの     
に⼿間取る
● 2.混雑時に座席が確保できない
● 5.Web会議ができる個室‧ブース席が     
常に埋まっていて使えない
● 8.荷物や書類の置き場所‧管理に困る
● 7.周囲の会話や雑⾳が気になり、業務     
に集中できない
● 6.⼤きいモニターがある席が常に埋      
まっていて使えない

● 3.役職者や⼀部の職種のみ固定席で、それ以外はフリーアドレス
● 2.グループアドレス（部⾨単位で区画が定められており、区画内は 
        フリーアドレス）を導⼊
● 5.完全フリーアドレス化している
● 4.役職者や⼀部の職種のみ固定席で、それ以外はグループアドレス

33.4%

28.7%

24.9%

12.9%

22.4%

18.3%

16.7%

13.6%

10.7%

8.5%



　● 従業員の勤務場所をどのように管理・把握しているか（複数回答） 　● 従業員の勤務場所の管理・把握における課題（複数回答）

ハイブリッドワークが定着してきている⼀⽅で、勤務場所の管理⼿段はバラバラでデータが
サイロ化している状況です。約40%の企業では複数のツールや⼿法を使い従業員の勤務場所を

管理しており、約37%の企業が管理⾯において課題を感じています。

管理⼿段がバラバラ

ハイブリッドワークにおいては、従業員が「どこにいるか」
把握する難しさを感じている企業が多く管理⼿段がバラバラに。

課題②：勤務場所の管理が困難で「どこにいるのか」わからない

1.リアルタイムでの所在把握ができず、
電話取次や緊急連絡に困る

2.交通費の実費精算と出社実績の突合‧
チェックが⼤変

3.⽇々の申請⼊⼒や報告が徹底されない
4.災害発⽣時などに、誰がどこにいるか

安否確認が難しい
5.⽉末の集計作業（出社率算出など）に

多⼤な時間がかかっている
6.隠れ残業や、休憩時間、サボりの管理

が難しくなっている
7.サードプレイス（カフェ等）利⽤時の

セキュリティや情報漏洩が⼼配
8.特に課題は感じていない

1.勤怠管理
システム
の打刻情
報

2.オフィス
の座席管
理ツール

3.オフィス
の⼊館∕
受付管理
ツール

4.Outlook
やGoogle
カレン
ダー等の
予定表

5.Excelや
スプレッ
ドシート
への⼊⼒

6.チャット
ツール
(Slack/Te
ams等)で
の報告



課題③：ハイブリッドワークでは役職者がマネジメント上の課題を強く感じる結果に

コミュニケーションに関する課題は担当者よりも役職者で強く認識される傾向が⾒られました。
役職者は⾃⾝の働きやすさだけでなく、チーム全体の連携や状況把握の難しさを

課題と捉えている可能性があります。

20.2%

 ● グループアドレスやフリーアドレスに関する課題感

● 担当者

10.1%

● 9.特に課題は感じていない
● 1.誰がどこにいるか分からず、探すのに⼿間取る
● 3.特定の⼈が同じ席を使い続け、事実上の固定席になっている
● 2.混雑時に座席が確保できない
● 4.チームメンバーが分散してしまい、気軽な相談‧連携が減った
● 5.Web会議ができる個室‧ブース席が常に埋まっていて使えない
● 8.荷物や書類の置き場所‧管理に困る
● 6.⼤きいモニターがある席が常に埋まっていて使えない
● 7.周囲の会話や雑⾳が気になり、業務に集中できない

● 3.特定の⼈が同じ席を使い続け、事実上の固定席になっている
● 4.チームメンバーが分散してしまい、気軽な相談‧連携が減った
● 9.特に課題は感じていない
● 1.誰がどこにいるか分からず、探すのに⼿間取る
● 5.Web会議ができる個室‧ブース席が常に埋まっていて使えない
● 2.混雑時に座席が確保できない
● 8.荷物や書類の置き場所‧管理に困る
● 7.周囲の会話や雑⾳が気になり、業務に集中できない
● 6.⼤きいモニターがある席が常に埋まっていて使えない

31.2%

17.4%
13.8%

13.8%

10.1%

20.7%

20.2%

17.8%

11.5%

10.6%

9.1%

● 役職者



ハイブリッドワークにおける実態調査座席管理システムで課題を解消



座席管理システムでハイブリッドワークの抱える課題を解消！

事実上の
座席の固定化

誰がどこにいるか
わからない

コミュニケーションの
希薄化‧マネジメント

の難しさ

利⽤したい座席の
確保が困難

抽選機能で座席を
ランダムに予約して

固定化を防⽌

社員の勤務状況を⾒
える化しハイブリッ

ドワークを促進

社員の座っている席
を⾒える化しコミュ
ニケーションを促進

あらかじめ座りたい
座席を予約してから

出社



ハイブリッドワークにおける実態調査Desk Mosaicの特⻑





誰がどこの席を予約し、実際に利⽤されたのか、操作履歴はすべて保管されます。               
実際の稼働率や使われていないエリアを特定することで、不要なファシリティを削減することが可能です。    

社員の勤務状況が可視化されることで、いつ話しかけるべきかを判断し、業務を円滑に進めることが可能です。
リモートワークの状況も確認が可能なため、ハイブリッドワークを促進し社員エンゲージメントの向上に寄与します。

誰がどこに座っているのかを可視化することで、コミュニケーションをとるための時間ロスを最⼩限にすることが可能です。
座っている社員の所属情報なども確認することが可能となり、声をかけやすい雰囲気を作りコミュニケーションを促進します。



予約して使うから席不⾜も安⼼
誰がどこにいるかもひと⽬でわかる

スマートフォンやPCのブラウザから簡単に座席の空き状況を確認して座席を確保できます。
また、利⽤時にチェックインをすることで、誰がとこにいるかリアルタイムで確認ができます。



グループアドレスで柔軟性とマネジメントを両⽴

フリーアドレスと⽐べ、ある程度エリアを決めて座席を⾃由に選べます。
チームでまとまって作業を進められるため⼀体感を得ながら業務ができるのもメリットです。

全社従業員が好きな座席に座れるため、
部署間でのコミュニケーションや偶発的
な出会いによるビジネス創出の機会が⽣
まれやすい座席形態です。
また、固定席と⽐べ外出が多い従業員の
席に別の誰かが座ることができるため、
オフィススペースを有効活⽤し、ファシ
リティコスト削減や働きやすいオフィス
レイアウトを創出することができます。

部署単位でエリアを区切ることで、⾃由
に座席を選択できる柔軟性を持ちつつ、
業務上のコミュニケーションの効率を維
持できる座席形態です。
部署ごとにエリアが決まっていること
で、部署間の連携もスムーズに⾏え、フ
リーアドレス制と⽐べてマネジメントし
やすいのも特徴です。



オフィス運⽤にも安⼼の管理機能

座席の稼働管理でオフィスの運⽤コスト⾒直しに。
運⽤ルールをしっかり指定できるから、オフィストラブルを防げる！

座席利⽤率のレポーティング
※CSVでの出⼒も可能！

固定席‧予約負荷の座席の設定も可能！

フロアレイアウトは⾃由に設定可能！
使われない座席は⾃動でキャンセル！

※時間は任意に変更可能



直感的な操作画⾯のため、ユーザー
トレーニング不要で利⽤開始できま
す。

WAFを標準装備しており多要素認証
(MS Authentication/メール等によるワ
ンタイムパスワード)にも対応していま
す。

導⼊を担当したメンバーがアフター
サポートまで担当します。すべて当
社社員で構成されています。

QRコードかNFCタグを席に置くだ
け。マップとユーザー登録するだけ
で直ぐに利⽤開始できます。

お客様のフロアマップをそのまま利
⽤可能です。マップの追加もお客様
にて、いつでも実施可能です。

専⽤アプリは不要です。PCやスマホ
から普段お使いのWebブラウザで直
ぐに利⽤可能です。



New











システムへのログイン認証をシングルサインオンにすることが可能です。
お客様のユーザー管理の手間を抑えるプロビジョニングにも対応します。

ユーザー情報連携



会社名 ： NTTデータ ルウィーブ株式会社
NTT DATA Luweave Corporation : NDLC

住所 ： 本社 〒100-0004 東京都千代⽥区⼤⼿町⼀丁⽬5番1号 ⼤⼿町ファーストスクエア イーストタワー16階
川崎オフィス 〒210-0024 川崎市川崎区⽇進町1-14 JMFビル川崎01

代表取締役社⻑ ： 三宅 信⼀郎

資本⾦ ： 4億9,000万円

株主構成 ： 株式会社NTTデータ(100%)

従業員数 ： 877名 （2026年4⽉1⽇現在）

業務内容 ：
インフラストラクチャーサービス&ソリューション
⾦融機関向けシステムソリューション
農協向けビジネスソリューション

CORPORATE MESSAGE

1961年 9⽉ 伊Olivetti社の22番⽬の同系会社として「⽇本オリベッティ株式会社」設⽴

2002年 4⽉ 「ジェトロニクス株式会社」に社名変更

2007年 5⽉ 筆頭株主がNTTデータ(70%保有)となり、「NTTデータ ジェトロニクス株式会社」に社名変更

2020年 3⽉ 株式会社NTTデータがGetronics社から発⾏済株式30%を取得し100%⼦会社化

2021年 10⽉ 「NTTデータルウィーブ株式会社」に社名変更 

2023年 7⽉ NTTデータ‧フィナンシャル‧ソリューションズと統合

MISSION

紡がれた知恵の⼒と確かな技術で、
⼈と社会と地球のエレガントな関係を創る。

会社概要

沿⾰



※Microsoft 365は、⽶国Microsoft Corporationの、⽶国およびその他の国における登録商標または商標です。
※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。
※Google、Google Workspace、および関連するマークとロゴは、Google LLC の商標です。

(代表電話番号)

平⽇9:00〜17:00

デモを⾒たい、お⾒積もりをして欲しい、詳細なサービス内容をもっと知りたい‧‧‧など
お気軽にお問い合わせください。

電話でのお問い合わせ メールでのお問い合わせ


